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放射性物質への安全対策表記に関する一考察

○渡辺 雄一郎、羽野 真美、下田 哲也（東京電力ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ株式会社）、半杭 真一（東京農業大学）

１．背景・目的

東京電力福島第一原子力発電所事故の以降、福島県産農産物をはじめとする放射性物質への安全対策が継続

して取り組まれている。今回、福島牛*の安全対策に関する販売店舗上での表記に対する消費者の評価を把握

することを目的とし調査を実施した。

２．方法

本調査は、東京都内 23 区在住の 30代以上の女性（有効回答数 71人）を対象とし、2019 年 2月に実施した

モニター調査である。モニターは、調査期間内に指定店舗へ行き、夕食用の食材として牛肉（和牛）を購入し、

自宅での調理・食事後に、WEB アンケートへ回答する。調査期間中の指定店舗においては、「福島牛販売フェ

ア」を実施しており、他県産牛に加え福島牛の購入が可能な状況とした。売り場には、表 1 に示す福島牛の放

射性物質の安全対策を表記したパネルを掲示した。アンケー

ト設問は、当日の福島牛の販売の認知、福島牛の放射性物質

の安全対策についての事前認知、購入した牛肉の産地、安全

対策表記に対する評価 等である。 

３． 結果・考察

アンケートの結果より、３つの設問への回答から、５つの

集団に分類した結果を表２に示す。この分類をもとに、「安

全対策表記に対する評価」に関する設問『必要である』『購

入につながる』について、集団毎の回答結果を考察した。

安全対策表記が『必要である』についての回答結果を図１

に示す。「あてはまる」「ややあてまはる」の肯定的評価が、

総計で 97%、全集団で 86%以上の結果となった。  

次に、同設問『購入につながる』の回答結果を図２に示す。

肯定的評価が、総計で 85%の結果となった。なお、産地や安

全対策の事前認知が有った集団Ｂでは、『購入につながる』

との肯定的評価が約３割と低い結果となり、「どちらでもな

い」の回答者４人のうち 3 人が、福島牛のイメージに関する

設問で、安全性への不安をあげている。また、安全対策の事

前認知が無いものの福島牛を選択した集団Ｃでは、全回答者

が安全対策表記について、『必要である』、『購入につながる』

の両設問において肯定的評価を示している。  

以上の結果より、福島牛の販売における安全対策表記は、

消費者に受け入れられ、購入意思決定の後押しとなるものと

推測される。 

今後も、このような知見を集めて、福島県産農産物の販売

促進に貢献しいきたい。 

表２ 福島牛販売の認知と安全対策の認知及び購入した 
牛肉の産地 

図１ 安全対策表記の結果『必要である』 
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図２ 安全対策表記の結果『購入につながる』 ＊福島牛とは、福島県内で肥育・生産された（最長飼養地が福島県）黒毛和牛を示す。

１） 放射性物質について全頭検査している事

２） 生産者の取り組みとして餌や生産環境における
対策を行っている事

３） 検査結果についてＨＰ等で公開されている事

表１ 福島牛の放射性物質への安全対策表記内容 

集団名
福島牛

販売の認知
安全対策の

認知
購入した

牛肉の産地

Ａ 福島牛 27 (38)

Ｂ 他県産牛 7 (10)

Ｃ 福島牛 17 (24)

Ｄ 他県産牛 2 (3)

福島牛
他県産牛
福島牛

他県産牛

18
無

有
有

無

(25)

件数（%）

Ｅ 無

有
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